
 
 

 
 

 本協定に基づき、これまでの災害の情報や現場での実践力を有している近畿地方整備局と、

災害データの収集及びその処理技術の開発を行っている和歌山大学が、それぞれの特性を相

互に活用し合い、紀伊半島における地域の防災能力の向上に貢献していきます。 

 今年度は、和歌山大学と勉強会を３～４回開催し、各々の情報・意見交換を行います。 

 

・日 時  平成 26年 5月 9日（金）11:00～11:30 

・場 所  大阪合同庁舎１号館 新館 3階 A会議室 

・出席者  山本 健慈 和歌山大学学長 

       池内 幸司 国土交通省近畿地方整備局長     ほか関係者 

 

 

連携・協力に関する協定を締結しました。 

※当日はマスコミ 12 社から取材がありました 

国立大学法人和歌山大学と国土交通省近畿地方整備局との 
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